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 太郎1 ユーザーの登録 

1-1 管理者ツールの起動 

管理者ツールを起動し、ユーザーを登録します。 

管理者ツールは、Mercury-LAVISを使用するにあたって最初に起動させるものです。 
管理者データの管理などをおこなうことができます。 

［Mercury-LAVIS 管理者ツール］をダブル
クリックします。 

 
 
 

 確認のメッセージが表示されますので、［OK］
をクリックします。                     

 
 
 
 
 

 ユーザー名、パスワードを入力します。 
 ［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     

 確認のメッセージが表示されますので、［OK］
をクリックします。  

1 

3 

2 

4 

5 
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 1-2 ログイン 
登録した管理者でログインします。 

 ユーザー名、パスワードを入力します。 
［SignIn］をクリックします。          

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 

ログインユーザーが表示されます。 

2 



3 

 
 

1-3 ユーザー（編集者）の追加 

ユーザー（編集者）を追加します。 

［追加］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ユーザー名、権限、パスワードを入力します。 
 ［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 

1 

3 

2 

ユーザーが追加されます。 
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 太郎2 新規グループの作成 

2-1 データ管理プログラムの起動 

データ管理プログラムを起動し、新規グループを作成します。 

データ管理プログラムを起動します。 

［Mercury-LAVIS 管理プログラム］をダブル
クリックします。 

 
 

 ユーザー名、パスワードを入力します。                  
［SignIn］をクリックします。 

                     

1 

2 

データ管理プログラムでは、地籍調査を行う
地区データを管理します。 

3 
 
 
 



5 

 2-2 新規グループの作成 
新規グループを作成します。 

［グループ］－［■グループ］－［新規作成］
をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 グル－プ名称を入力します。 
［OK］をクリックします。 

 
 

1 

2 

3 

グループが追加されます。 
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 太郎3 新規地区の作成 

３-1 新規地区の作成 

グループに新規地区を作成します。 

新規地区を作成します。 
 
［地区］－［■地区］－［新規作成］を 
クリックします。 

 
 
 
 
 
 
 

 地区名、都道府県、市区町村を入力します。 
［名称からコードを取得］をクリックして、市区
町村コードを取得します。 
［OK］をクリックします。 

                     

1 

2 

3 
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4 

4-1 調査前データの読込み 

調査前のデータを読み込みます。 

調査前のデータを読み込みます。 
ここでは「C:\FcApp\Mercury-LAVIS\Sample」フォルダー内の「【サンプル】要約書CSV」を読み込む例で説明します。 
 

 要約書 CSV が保存されているフォルダーを 
指定します。 
［OK］をクリックします。 

 
 
 

 
 
 
 
 

 読み込むファイルのチェックを ON にします。 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

確認のメッセージが表示されますので［OK］を
クリックします。 

 
 
 
 
 

1 

3 

2 

4 

5 

調査前データの読込み 
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 読み込まれるデータについて 

要約書CSVから以下のデータが読み込まれます。 

共通 

外字マスター 外字コード 
外字ファイル 

権利マスター 権利名  

地目マスター 地目名 

筆関連 

筆情報 

所在（大字、小字） 
地目 
地番 
地積 

権利情報 

権利名 
受付日 
受付番号 
共同担保目録 
権利者 
債務者 

表示履歴 

地番 
地目 
地積 
原因及び日時 
登記の日時 

人関連 

人物情報 登記氏名 
登記住所 

共有者情報 
登記氏名 
登記住所 
持分 

 
 

 

補足 
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 太郎  5 Mercury-Evoluto との連携 

5-1 Mercury-Evolutoとの連携設定 

Mercury-Evolutoと連携するときは、大字・字、地番名の一致条件を設定します。 

Mercury-Evolutoとの連携条件を設定します。 
 
［設定］－［■Mercury-Evoluto連携］
－［設定］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 Mercury-Evoluto と連携するときは、
Mercury-Evoluto の画地と
Mercury-LAVIS の筆の大字・字 
（小字）、地番（画地名）が一致していれ
ば、同一の筆とみなします。 
ここでは、大字・字、地番名の一致条件を設
定します。 
※数字とハイフンの全角半角の差異は、常に
無視します。 

 設定を終了したら［OK］をクリックします。 
 

1 

2 

3 
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 太郎  6 マスターの確認 

6-1 大字・字マスターの確認 

マスターを確認します。 

大字・字マスターを確認します。 
 
［設定］－［■マスター］－［字］をクリック
します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

［大字設定］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 設定されている大字を確認します。 

 確認を終了したら［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

1 

2 

3 

4 
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 確認する字を選択します。 

［編集］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 大字、字名を確認します。 

 確認を終了したら［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 

7 

6 

8 
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6-2 地目マスターの確認 

地目マスターを確認します。 
 
［設定］－［■マスター］－［地目］をクリッ
クします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 地目を確認します。 

 確認を終了したら［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 

2 

［編集］で地目を編集することも
できます。 

3 
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6-３ 権利マスターの確認 

権利マスターを確認します。 
 
［設定］－［■マスター］－［権利］をクリッ
クします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 権利を確認します。 

 確認を終了したら［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 

2 

［編集］で権利を編集することも
できます。 

3 
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6-4 外字マスターの確認 

外字マスターを確認します。 
 
［設定］－［■マスター］－［外字］をクリッ
クします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 外字を確認します。 

 確認を終了したら［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 

2 

［編集］で外字を編集することも
できます。 

 
置き換えられた外字は色を変えて表示されます。 
 

 

補足 

3 
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 太郎  7 人物の確認 

7-1 所有者の確認 

人物の登録内容を確認します。 

所有者の登録内容を一覧で確認します。 
 
［人物］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 

 所有者の登録内容を一覧で確認します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 

2 
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7-2 同一人物の設定 

複数の人物データを一人のデータとして扱うように設定します。 
結婚、離婚、誤字等で同じ人物であるにも関わらず、登記情報の表記が異なる場合に使用します。 
ここでは「登記指名のみ同じ」で判断します。 
 
［人物］－［■人］－［同一人物設定］を
クリックします。 

 
 
 
 
 
 

［同一人物の検索条件 設定］で 
「登記氏名のみ同じ」を選択します。 

［検索条件で表示更新］をクリック 
します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 検索結果が一覧表示されますので、 
同一人物として処理したい人を選択 
します。 

［適用］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

1 

3 
 

2 

4 

5 



17 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 確認のメッセージが表示されますので 
［はい］をクリックします。 

 
 
 
 

 ④⑤⑥の処理を繰り返して、同一 
人物の設定を行います。 

 設定を終了したら、［OK］をクリック 
します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 確認のメッセージが表示されますので 
［はい］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7 

6 

8 

9 
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7-3 共有者の設定 

共有者を設定します。 
 
［人物］－［■人］－［追加（共有者 
グループ）］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
［追加］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 共有者に設定する人物のチェックを 
ON にします。 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 

2 

3 

4 
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［名称自動生成］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 

 確認のメッセージが表示されますので［はい］
をクリックします。 

 
 
 
 
 

 共有者一覧の先頭の人物名より、「〇〇他〇
名」という名称が自動生成されますので、確認
します。 

 持分を入力します。 
 確認を終了したら［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 

7 

共有者グループが追加
されます。 

6 

9 

8 
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 太郎  8 調査前チェック 

8-1 調査前データのチェック 

調査前の登記情報に未入力項目が無いかのチェックを行います。 

調査前データをチェックします。 
チェック対象項目は、所在、地番、地目、 
地積です。 

［調査前］－［■チェック］－［入力 
チェック］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 

 エラーがないときは、確認のメッセージが表示さ
れますので、［OK］をクリックします。        

1 

エラーが検出された場合は 
エラーが検出された場合は、エラー一覧が表示されます。 
エラー項目を選択すると、エラーのある登記情報が赤枠で選択されますので、エラーを修正します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［クリップボード複写］で、チェック結果をクリップボードに複写することもできます。 
エラーの修正を終了したら、再度［入力チェック］をクリックします。 

補足 

2 
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8-2 人物の登録内容のチェック 

人物の登録内容をチェックします。以下の内容がチェックされます。 
●未入力チェック 
「登記氏名」「登記住所」に対し、未入力が無いかをチェックします。 
●人物コードの重複チェック 
「人物コード」に重複が発生していないかをチェックします。 
●共有者チェック 
・共有者に1名しか設定されていないかをチェックします。（1名の場合は、所有者になります・） 
・「持分」に未入力が無いかをチェックします。 
・「持分」に全角文字が使用されていないかをチェックします。 
・「持分」に数字と「/」（スラッシュ）以外が入力されていないかをチェックします。 
・「持分」が「n/m」の形式になっているかをチェックします。 
・「持分」の合計が「1」（100%）になっているかをチェックします。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

1 

［人物］－［■チェック］－［入力 
チェック］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 

 エラーの内容が表示されますので、エラーを 
修正します。ここでは登記住所が未入力なの
で、登記住所を入力します。 
エラーの修正を終了したら、再度［入力チェッ
ク］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 
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 太郎  9 相続人の登録 

9-1 続柄設定 

相続人を登録します。 

被相続人からみた続柄を設定します。 
 

 相続人を登録する人物を選択して［相続］を
クリックします。 

［続柄設定］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 設定されている続柄を確認します。 
 確認を終了したら［OK］をクリックします。 

 
             

1 

2 

3 

4 



23 

9-2 相続人の追加 

相続人を追加します。 
 
［相続人の追加］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 相続人、相続内容を設定します。 
 設定を終了したら［OK］をクリック 
します。 

 
             

1 

2 

3 

相続人が登録されます。 
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この章では、Mercury-LAVIS とMercury-Evoluto の連携の操作について説明します。 
連携対象は、Mercury-Evoluto Ver.9の2019年6月出荷版以降です。 
 

10 Mercury-Evoluto と連携 

10-1 Mercury-Evolutoの起動 

 Mercury-Evoluto をダブルクリックします。 
 
 
 
 

［新規現場］－［新規現場作成］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 

 現場名などを入力します。 
［OK］をクリックします。 

 
 
 

Mercury-Evolutoを起動します。 
1 

2 
 

3 

4 



25 

10-2 地図XMLの読み込み 
測量計算で地図XMLを読み込みます。 
ここでは「C:\FcApp\Mercury-LAVIS\Sample」フォルダー内の「【サンプル】地図XML」を読み込む例で説明します。 
 
［測量計算］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 

［ファイル］－［インポート］－［地図 XML］を 
クリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［参照］で読み込む地図 XML を選択します。 
［OK］をクリックします。 

 
 
 

1 

2 

3 

4 
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10-3 操作設定の確認 
操作設定を確認します。 

［設定］－［操作設定］をクリックします。 
 
 
 

［連携を行う事務支援システム］で
「Mercury-LAVIS」を選択します。 
［OK］をクリックします。 

 
 
 

1 

2 

3 
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［ファイル］－［属性マスター編集］をクリックします。 
 

 「大字」を選択します。 
［開く］をクリックします。 

 
 
 
 
 

 大字を確認します。 
［終了］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 

 「小字」を選択します。 
［開く］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 小字を確認します。 
［終了］をクリックします。 

 

10-4 公図情報の確認 
公図情報を確認します。 
 

1 

2 

3 

5 

4 

6 

7 

9 

8 
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10-5 調査前データの連携 
Mercury-LAVISから調査前のデータを読み込みます。 
（※Mercury-LAVISとの連携は、Mercury-LAVISが起動中でコマンドを実行していないときに有効です。） 
 
［ファイル］－［属性取り込み］－
［Mercury-LAVIS調査前筆属性取り込み］を 
クリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 画地一致判定方法を設定します。 

 設定を終了したら［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 

1 

2 

Mercury-LAVISから調査前
のデータが読み込まれます。 

3 
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Mercury-Evolutoで地目を設定して、街区を登録します。 
 

11 街区の登録 

11-1 地目の設定 

［ファイル］―［属性マスター編集］をクリック 
します。 

 
 
 
 
 

 「地目」を選択します。 
［開く］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 「用悪水路」を「水」、「公衆用道路」を「道」に設定
します。 
［終了］をクリックします。 

 
 
 

Mercury-Evolutoで街区の境には長狭物（道路や水路）がある前提で、街区を自動作成します。そのために［ファイル］ 
―［属性マスター編集］の「地目」で「用悪水路」「公衆用道路」等の「地目分類」を長狭物（道、水、等）に設定します。 

1 
 
 

2
 

3 
 

5 

4 

4 



30 

11-2 街区自動作成（地目による） 
［地籍］―［街区自動作成（地目による）］で街区を自動作成します。 

［地籍］―［街区自動作成（地目による）］を 
クリックします。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 確認のメッセージが表示されますので［OK］を 
クリックします。 

 
 
 
 

 完了すると、確認のメッセージが表示されますので、
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 

 街区が生成され、画地の管理シートに登録されます。 
 

2 

4 

1 
 
 

3 
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11-3 街区登録 
［地籍］―［街区登録］で街区を登録します。 

［地籍］―［街区登録］をクリックします。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［画地］シートで登録する街区を選択します。 
［入力 SE へ転送］のアイコンをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 街区を構成する座標を確認します。 
 

1 
 
 

3 

2
 
 
 

4 
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  街区境界点の順序は概ね右上から始まり、右回りに
設定されていますが、変更したい時はその境界点を指
定して［選択境界点を先頭にする］をクリックします。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 街区の名称を決定するために［「街区名一括変更］
をクリックします。 

 
 

 ［ヘッダー］に全ての街区に共通のヘッダー部を3文字
指定します。 
［開始街区番号］に街区に番号を振るので、先頭の
番号を指定します。 
ヘッダー部と番号の間に‘－’を挿入するときはチェックを 
オンにします。 

［実行］をクリックします。 
 

 

 この時点で街区を構成する境界点は、内包する民地
（画地）の構成点を共有しているので、街区専用の
構成点を作成します。 
［街区点作成］をクリックします。 
 

 
 

 街区点名は、街区名の末尾に「頭文字」と街区毎の
連番を付与します。ここでは、頭文字を入力します。 

［実行］をクリックします。 
 

 

5 
 

6 

8 

7 

9 

11 

 
10 
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  街区点名が設定されます。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［登録］をクリックします。 

 
13 

12 
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街区調査票を作成します。 
 

12 街区調査票の作成 

12-1 1枚の街区調査票を構成する単位に明細を登録 

［地籍］―［境界調査票作成］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 街区をクリックします。 

 民地をクリックします。 
 民地に接する公有地（長挟物）をクリックします。 

 
 
 
 
 

 公有地を選択すると、境界線の開始番と終了番が
自動でセットされます。違う場合は手動で上書きで
きます。 

 
 
 

 ②③④を繰り返して、他のデータ 
を入力します。 

 

1枚の街区調査票を構成する単位に明細を登録します。 

1 
 
 

2 

4 
 
 

3 
 
 

5 

6 
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 12-2 所在図の作成 
明細毎に対象の民地と公有地が描画されている図面（ビットマップ）を作成します。 
所在図ビットマップは、あらかじめ「図化編集」で作成した街区の図面（街区調査図等）を利用して、自動で作成します。 

［所在図作成］をクリックします。 
 
 
 
 
 

 所在図の作画範囲を「街区」全体にするか「民地」の
範囲に絞るかを指定します。 
調査対象となる、民地と公有地の境界線を赤線で描
画する場合はチェックをオンにします。 
［OK］をクリックします。 

 図面を選択する画面になるので、あらかじめ作成した
図面を指定します。 

 
 

1 

2 

3 

［街区点名を 
四角で囲む］は 
［街区点に番 
号を描画］の 
チェックがオフの時 
に設定できます。 

12-3 LAVIS連携 
［LAVIS連携］で、LAVISの街区調査ステージに明細を転送します。 

［LAVIS連携］をクリックします。 
 
 
 
 

 Mercury-LAVIS で［街区調査］をクリックします。 
 連携された街区調査票明細と所在図を確認することが
できます。 

1 

2 

3
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Mercury-Evolutoで立会日時を設定して、Mercury-LAVISへ転送します。 
（※Mercury-LAVISとの連携は、Mercury-LAVISが起動中でコマンドを実行していないときに有効です。） 
 
 

13 街区調査立合日の設定 

13-1 Mercury-Evolutoで立会日時を設定 
Mercury-Evolutoで立会日時を設定します。 

 Mercury-Evoluto の［画地］－［画地 
属性モニター割付］－［立会日時］で 
立会日時を設定します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

1 
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3 

13-2 Mercury-LAVISへ立会日時を転送 
Mercury-LAVISへ立会日時を転送します。 

 立会日時を転送する筆を選択します。 

 右クリックして［街区調査立会日の転送］を 
クリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 Mercury-LAVIS の［街区登録］の立会設
定に取り込まれます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

1 

2 
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［帳票］をクリックします。 
［設定］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［共通］で出力設定を行います。 

 設定を終了したら［OK］をクリックします。 
 
 

境界調査票、街区整理簿、土地所有者一覧等、各種帳票を作成します。 
 

14 帳票の作成 

14-1 帳票出力の設定 
帳票出力の設定を行います。 

1 

2 

3 

4 
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 14-2 帳票の作成 
工程で「オプション帳票」を選択して、帳票を作成します。 
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